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作と考えられている。昭和 39 年（1964）3 月 31 日に福山市指定重要文化財に指定された。
この宝篋印塔のある赤坂八幡神社の正式名称は「八幡神社」であり、別名「鍬前八幡神
社」ともいう。応神天皇・神功皇后・宗像三女神を祀っており、承和年間（834－48）に創













『広島県神社誌』広島県神社誌編纂委員会編集 発行広島県神社庁 平成 6 年 8 月 1 日


































田口義之 『備後戦国紀行』 福山市観光誘致協議会 平成24年4月




























































「西備名区 巻三十三」、『備後叢書 第三巻』 芸備郷土史刊行会 昭和54年6月20日





























































『総合佛教大辞典』 総合佛教大辞典編集委員会編 法蔵館 2005 年 2
月
『日本の神仏の辞典』 大島建彦他編 大修館書店 2001 年 7 月
『日本仏教史辞典』 今泉淑夫編 吉川弘文館 1999 年 11月
(http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/site/kannabe-rekishiminzoku/3151.html)福山市神辺歴史民




















そして現在、鞆城跡は昭和 51 年（1976）7 月 13 日に福山市指定史跡に指定され、本丸
跡には鞆の浦歴史民俗資料館が建っており、鞆を中心とした瀬戸内の歴史・文化に関する
資料が紹介されている。その中でもむろの木についての展示があり、「我妹子が 見し鞆の







『福山の遺跡 100 選』備陽史探訪の会 平成 22 年 9 月
































『歴史散歩 鞆の浦 今昔』 編者・発行 山陽新聞社 平成 8 年 4 月
『備後名所鞆津と阿伏兎』湯川大三郎・村田静太郎編 先憂会出版部 大正 13 年 8 月
『備後叢書(2)』 復刻者芸備郷土誌刊行会 昭和 54 年 6 月
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        学生と歩く井伏作品「鞆ノ津茶会記」の舞台
              粟村 真理子






























































































































































































































































































































































































































































































































































































参加者 ゼミ学生 6 名、その他学生有志 15 名、報道関係者 2 名、大学関係者 2 名


















      代表 青木美保（福山大学人間文化学部教授）
発行年月日 2017 年 3 月 20 日
                      グラビア写真撮影 粟村真理子
福山大学教育振興助成事業
編集後記
・今回のゼミでは、「鞆ノ津茶会記」を深く読み込み、実際に小説の舞台となった地でフィー
ルドワークを行った。自身で登場人物や寺社を調査することで、より深い考察や新たな発見を
得ることができ、歴史小説の奥深さを知った。（幸子）
・今回のフィールドワークでは「鞆ノ津茶会記」の話に基づいてそのゆかりのある場所を訪問
したわけですが、実際に自分の目で確認したことにより、一層作品への親近感、または、不足
していた知識が深まったように思いました。作品に触れていなかったら訪れることがなかった
であろう場所も多くあったので、とてもいい機会になりました。(菜緒)
・今回「鞆ノ津茶会記」に登場する人物や場所に縁ある神辺周辺や鞆の浦を実際に歩き、その
風景を見たことで、まるで自らが小説の中に飛び込んだかのように感じられ、その歴史に触れ
ることもできたため、とても良い経験ができた。（未佳子）
・フィールドワークしてみて、自分の目で見てみる事っておもしろいなと思いました。ただ机
に向かって勉強するより確実に印象に残るので、自分の知識になりやすいし、歴史を勉強して
いるより歴史を感じているというような気持ちになれて楽しかったです。(莉奈)
・私はとても歴史が苦手だったが、杉原家などの歴史に触れることで「鞆ノ津茶会記」がとて
も読みやすくなり、少しずつだが情景が浮かぶようになった。地元の人たちにも、身近な歴史
についてもっと知ってもらいたいと思うようになり、フィールドワークはとてもいい経験にな
った。(愛)
・２回にわたるフィールドワークで、「鞆ノ津茶会記」の時代の福山がどのような場所だった
のか学ぶことができた。今回の経験を、神辺を活性化させるという目標に活かしていきたいと
思う。(翼)
★これまで戦国時代の地域の歴史を調べることがなかなかできず、「鞆ノ津茶会記」は敬遠し
ていたが、今回田口義之先生のお導きによって、ようやく小説の中に入れたような気がする。
学生たちも、ことのほか地域の歴史遺跡に触れることが面白かったようだ。若い人に地域の成
り立ちを知って貰うことは今後ますます大事になると思う。そういう意味で、良いフィールド
ワークであった。（美保）
